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特　集 トラブルを回避し適切な施工を約束する事前調査の必要性

はじめに1

　現代社会において、ライフラインは生活に欠かせない
ものとなっています。電力、通信、水道、ガス、下水
道等があげられますが、各家庭や事業所への供給およ
び排出方法としては、地下に埋設された管きょを経由す
る方法が大多数となっています。
　この重要な地下の管路施設ですが、埋設方法として
は大まかにふたつの方法があります。ひとつは、地上よ
り掘削を行い規定の位置へ管路を設置し埋め戻す開削
工法。ふたつ目は、立坑と呼ばれる縦穴から縦断方向
へ管路を直接敷設する非開削工法（シールド、推進工
法等）があります。
　開削による施工については、地山や地下の状況を直
接確認しながら行うことができるために、想定外のトラブ
ルには対応がしやすいといえます。これに対して、非開
削工法では、地山を直接確認しながらの作業ができま
せん。したがって事前に施工方法を想定し工事を行うた
めに、想定外のトラブルには対応が後手に回りやすい傾
向があります。これにともない、周辺環境への影響や工
期、工事費も増大することになります。
　今回は推進工事の施工前における、トラブルを最小
限に抑えるにはどのようにしたらよいのかを述べてみたい
と思います。

事前調査とトラブルの要因2

　私が現場施工で心がけているのは、段取りを確実に
行えば現場はスムーズに終わらせることができるということ
です。昔から、段取り八分仕事二分といいますが、まさ
にこの段取りの部分には事前調査も含まれますので、重
要な項目であるといえます。
　事前調査（情報）を可能な限り集約し、検討を行う
ことが現場を成功させる鍵となります。
　事前調査と検討を行う前に、まずはトラブルを想定す
る要因が主に3つあります。
　①地山の土質状態に起因するもの
　②地上および地下埋設物に起因するもの
　③推進工法の特徴に起因するもの
　上記の各項目について考えていきたいと思います。

施工前の検討項目および対応策3

3.1　地山の土質状態に起因するものへの対応
　推進工法を検討するにあたって、最初に確認する事
項としては地山の土質の種類と状態です。資料としては、
縦断図および柱状図が主となりますが、その他各種土
質試験の結果も必要となります。資料の項目としては、
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　・土質
　・N値
　・地下水位（水頭差）
　・粒度分布
　・礫率　最大礫経
　・透水係数
　などがあげられます。これらの項目を考慮し、最適な
推進工法を選定することとなります。ここでは、特に困難
が想定される土質について考えていきたいと思います。
（1）軟弱層

　関東ロームに代表されるN値が3以下の粘性土、5
以下の砂質土となります。一般的に非開削工法では、
先導体と呼ばれる掘削機を用いることが多く、モータや
修正ジャッキなどが組み込まれているために、重量が重
くなる傾向にあります。
　この場合には、軟弱土に対応できる圧入二工程式が
検討されます。
　圧入二工程式では、一工程目を無排土で誘導管を
設置し、二工程目で本管を推進するため、二工程目で
の先導体は誘導管に沿って推進するために沈下の可能
性が少ない工法となります。
　一工程式で行う場合は、掘進機（先導体）の沈下
を防止するために、管路注入等の補助工法の併用する
ことを検討することになります。また、曲線推進での側
方への反力が十分取れずに、外側へ膨らむ可能性が
ある場合にも対応できます。
　その他、軟弱層での水路や構造物横断の場合、沈
下を防ぐために基礎杭が多く設置されている場合が多い
ために、調査が必要となる場合があります。
（2）硬質土（礫玉石層、岩盤層）

　硬質土は、推進工事において最も検討を要する土質
であるといえます。礫率や最大礫径、一軸圧縮強度、
透水係数により地山を推測し、工法検討を行います。
検討項目としては、掘進機（先導体）の選定、泥水（添
加材）の種類と配合、面板およびビットの種類および耐
用距離となります。また、礫率の高い土質では取込み
過多による地山崩壊、および先導体修正不能を防止す
るために、薬液注入等の補助工法を併用する場合もあ
ります。

（3）帯水層

　刃口式や、オーガ方式、ボーリング方式などの推進
工法では、先導体に止水機能を有していないか、貧弱
であるために、先導体から地下水が流入した場合、地
山と一緒に管内へ流入し、陥没する可能性があります。
透水係数と水頭差を確認し、崩壊の危険性がある場合
には、補助工法（ウェルポイント、薬液注入）や工法
変更の検討行う必要があります。
3.2　地上および地下埋設物に起因するものへの対応
　土木工事では地下埋設に遭遇し、施工が困難になる
トラブルが多く発生します。開削の場合には、予め予想
される場合には手掘りで対応し、現物があるのかの確
認が可能となります。しかし、推進工事の場合には障害
物の確認ができず、遭遇した場合には引き抜き、地上か
らの掘削による先導体の回収、到達側より迎え掘りによ
る回収および本管挿入などの方法で対応することになり
ますが、いずれも工期延長、工事費増大は免れません。
　特に、水路横断、橋梁横断などでは、地下に基礎と
なる杭が打ち込まれていて、土留め用の鋼矢板やH鋼
などが残置されている場合もあり、事前に位置確認をす
ることが重要となります。
3.3　推進工法の特徴に起因するものへの対応
　取付管推進工法では、既設管に直接管を接続します
が、その際に既設管のジョイント部を避けなければなりま
せん。ジョイント部で削孔を行った場合、既設管のカラー
の破損や止水ゴムの破損により、取付部の取付けが困
難となり、止水性も失われます。このために、マンホール
より目地の位置を確認する必要があります。

事前調査の方法4

　事前調査の事例をあげてみたいと思います。
（1）ボーリング調査

　地山が軟弱地盤や硬質土の場合は、地上よりチェッ
クボーリングを行い、地山の硬さおよび高さを想定するこ
とが可能です。
　また、既設管や先導体の位置確認を行う場合にも利
用することができます。


